
令和２年度　大田区立大森第三中学校　自己評価　報告書

○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策 上段
下段

今年度
昨年度

上段
下段

今年度
昨年度

評価 〇 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：対象となる全学級（全教員）で行った。
３：８０％以上で行った。
２：６０％以上で行った。
１：６０％未満であった。
４:学期に２～３回知らせた。
３：学期毎に知らせた。
２：年度間に１回は知らせた。
１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。
２：６０％以上の教員が働きかけた。
１：６０％以下の教員が働きかけた。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：家庭学習を大切にしている生徒の割合が８０％以上。

３：家庭学習を大切にしている生徒の割合が６０％以上。

２：家庭学習を大切にしている生徒の割合が４０％以上。

１：家庭学習を大切にしている生徒の割合が４０％未満。

４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。
３：８０％以上の教員が回答した。
２：６０％以上の教員が回答した。
１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対応をしなかっ
た。

４：不登校生徒の学校復帰率が６０％以上。
３：不登校生徒の学校復帰率が４０％以上。
２：不登校生徒の学校復帰率が２０％以上。
１：不登校生徒の学校復帰率が２０％未満。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：全教員が行った。
３：８０％以上の教員が行った。
２：６０％以上の教員が行った。
１：６０％未満であった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。
３：学期に１回（年間３回）以上行った。
２：年度間に1回以上行った。
１：実施しなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：８０％以上が回答した。
２：６０％以上が回答した。
１：６０％未満であった。
４：月1回以上行った。
３：学期に2～3回行った。
２：学期1回以上行った。
１：実施しなかった。
4：月1回以上更新した。
3：学期に2～3回更新した。
2：学期1回以上更新した。
1：更新しなかった。
４：毎回情報を提供した。
３：おおむね情報を提供した。
２：あまり情報を提供しなかった。
１：情報を提供しなかった。
４：学期に2～3回行った。
３:学期１回以上行った
２：年１回以上行った。
１：実施しなかった。
４：のべ参加生徒数が４９５人以上であった。
３:のべ参加生徒数が４００人以上４９５人未満であった。

２：のべ参加生徒数が３００人以上４００人未満であった。

１：のべ参加生徒数が３００人未満であった。
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４：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が80％以上

３：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が60％以上

２：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が60％未満

１：生徒アンケートの設問「継続的な運
動を通して基礎体力が向上した」で肯
定的な回答が40％未満

生徒の８１％が「継続的な運動を通して
基礎体力が向上した」と肯定的に回答
した。昨年度と同じ数値となった。中学
校の教員特性として教科担任制ゆえ
に、運動会以外では全ての教員が体
育的指導に携わることにつながってい
ない。今年度は運動会を１１月に実施
でき、生徒にとっては運動の大切さを
知った行事となった。今後も基本的生
活習慣の定着・促進とともに、補強ト
レーニングや一校一取組に全教員が
関わることを通してさらなる健康・体力
向上を図る。

学校支援地域本部と緊密な協力体制を構
築し、今年度も年間をとおして放課後に２名
および土曜日５名の学習指導講師を手配
し、個の習熟の程度に応じた手厚い補習教
室を実施することができ、土曜補習教室へ
ののべ参加生徒数は１9０名程度である。今
年度はボランティア活動は実施できなかっ
た。各学年の職業講話など地域の人材を紹
介していただくなど、地域力を生かした教育
環境整備を図るとともに、ＰＴＡや地域教育
連絡協議会・学校支援地域本部との連携を
さらに深めていく。
「学校は教育活動の様子をよく伝えてい
る。」と肯定的回答をした保護者は８6％と昨
年度から７ポイント減少となった。しかし、
「学校からの配布物等が保護者にわたって
いる。」への肯定的的回答は昨年度比－
８％となり、配布物に対する生徒への指導
が必要な結果となった。家庭の意識変革を
啓発するために、今後も生徒指導を通して
学校からの情報が確実に家庭に届く方策を
行っていく。

「わかりやすい授業が多く満足してい
る」と肯定的回答した生徒は、９１％と
なった。昨年度より８．５ポイントアップ
した。今後も生徒の学力向上を重要課
題ととらえ、区学習効果測定及び国・
都の学力調査の結果を分析し、各教科
の年間指導計画・評価評定基準を厳し
く見直すとともに、新しい学習指導要領
実施に向け主体的、対話的、深い学び
を目指したさらなる授業改善に務め
る。
学習環境の満足度８４％、土曜補習教
室への参加生徒数も毎回３０名程の参
加があった。今後も個に応じた学習環
境が提供できるよう努めていく。

４：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補
習教室・英語カフェ等授業以外の学習
環境が整えられている」で肯定的な回
答がともに80％以上。

３：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補
習教室・英語カフェ等授業以外の学習
環境が整えられている」で肯定的な回
答がともに60％以上

２：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補
習教室・英語カフェ等授業以外の学習
環境が整えられている」で肯定的な回
答がともに60％未満

◆教育目標　　社会の一員としてたくましく生き抜く人間性豊かな生徒の育成をめざし、以下の目標を掲げる。
　　　　　　　　○人権尊重の精神と態度を育てる。　○豊かな情操と健全な心身を育てる。　○自主性を伸ばし創造性を育てる。　○自ら進んで学ぶ態度を育てる
◆学校規模　　生徒数４９５名、学級数１４学級
◆本校特色 〇地域行事・ボランティア活動参加（新井宿福祉園運動交流会、ガーデンパーティ、日赤フェスタ、ユニバーサル駅伝伴走、新井宿児童館親子デー、自治会連合運動会、山王三・四丁目
　　　　　　　　　　自治会子どもまつり・防災祭、入二小フェスタなど）
　　　　　　　  〇生徒会や各種委員会を中心とした生徒主体の活動（生徒会朝礼、ＳＮＳ学校ルール策定、いじめ撲滅運動、学校行事や学年行事での実行委員会組織による企画・運営など）
                〇スクールサポート三中（学校支援地域本部）を中心とした学校・地域協働体制による充実した教育活動の展開（図書室ボランティア、職業講話講師、職場体験受入先、土曜補習教室講
　　　　　　　　　　師、部活動支援、英語検定、漢字検定試験監督、ガーデニング）

１：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ40％未満

２：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ60％未満

３：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ60％以上

４：学習に積極的に取り組めてい
る生徒の割合と学習効果測定の
校内平均正答率が区内平均正答
率を上回っている割合がそれぞ
れ80％以上
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１：生徒アンケートの設問「わかりやす
い授業が多く満足している」及び「補
習教室・英語カフェ等授業以外の学習
環境が整えられている」で肯定的な回
答がともに40％未満
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未来社会を創造的に生きる子どもの育成
において外国語教育指導員、ＩＣＴの活
用、人権教育の推進に向けた取組では
良い評価が出た。ＩＣＴ活用に関しては、
すべての教員が研修を経て機材を使いこ
なすようになった。また道徳の授業を通し
て人権教育を学年でどのように進行させ
るか相談しながら行うことができている。
今年度はコロナに関する差別や運動会で
失敗をした時にどのようにふるまうかなど
時期に合った指導ができた。体力に関し
ても引き続き健康な体作りを推進してい
く。ＡＬＴを活用した授業や休み時間に行
う英語カフェを設定し外国の方とのコミュ
ニケーション能力の育成を図った。自分
の考えを発表する機会は工夫をしながら
可能か場面で実施した。体力面ではマス
クを外しできることが限られ、充分に体力
の向上に向けた取り組みはできなかっ
た。コロナの状況を踏まえながら、今後も
よりコミュニケーションをとりながら問題解
決が図れるような授業を実施する必要が
ある。

Hyper・Q-Uで「勉強や運動等で友人か
ら認められていると思う。」での肯定的
な回答が60％以上で、３年は１４ポイン
ト、２年は９．１ポイント、１年は１２．４ポ
イント上回った。各学年自尊感情を高
める結果を得ることができた。さらに、
学校生活調査とともにＱ‐Ｕ調査を分析
することによって、諸問題を抱える生徒
への個別の支援を行った。「学校の決
まりを守っている」との質問に肯定的な
回答をした生徒は９６％を昨年度より１
ポイントアップした。今後も集団の質を
高める取組を継続していく。
不登校生徒（欠席数３０日以上）出現
率は２．２％で昨年度比＋０．２４％と
微増した。都と比較してもまだ少ない数
値を維持している。（都３．６５％）不登
校生徒を対象に、それぞれの状況に応
じて登校できる日数が増えたかどうか
を指標と定めた学校復帰率も２０％と
なった。昨年度より不登校生徒が減少
した。今後も教育的予防に重点をお
き、学校組織全体で不登校傾向を示す
生徒への早期対応と相談体制の充実
を図る。

三者面談時に学習カルテを配付し、学
習カウンセリングを実施した。区学習効
果測定や教科評定及び数学チェック
シート等を資料として個に応じたアドバ
イスを行っている。生徒への「宿題や提
出物を必ず出し、忘れ物をしない」では
８６％できていると回答がある。しかし、
保護者の回答は６２％と生徒と大きな
隔たりがある。宿題や提出物を必ず出
し、忘れ物をしないよう気をつけている
生徒は８５％となっている。
学習効果測定の全校平均正答率は前
年度より１．７％上昇し６２．６％となり、
今年度の目標である６０％を上回った。
今後も授業改善に向けた研修と家庭
学習習慣定着に向けた取組を継続し、
基礎・基本的学力のさらなる定着を図
る。

・コミュニケーション能力や情報活用能力は、社
会で生きていくうえで基盤となる能力ですので、
引き続き取り組みを推進していただければと思い
ます。
・今年はコロナ過での授業について工夫が必要と
される中、可能な限り学力の定着や体力つくりへ
の取組ができているように感じました。
・外国語教育指導員を効果的に活用できている。
・コロナ過だからこそ学べることもあると思いま
す。難しいとは思いますが、工夫して生徒の育成
を図ってください。
・道徳の授業による生徒の育成が響くように伝わ
りました。運動会では皆さん立派に指導を守って
いました。
・コロナ禍の中、いよいよ一人1台のタブレット端
末配備となります。ICTを活用した教育活動に期
待します。幸い本校は感染症が出ていませんが
濃厚接触で出席停止となった場合の学びの保障
への備えもお願いします。
・コロナの影響で授業日数の激減や行事が中止
となる中、学校はあらゆる工夫と努力で生徒のこ
とを一番に考えた授業を展開していると思いま
す。
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４：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が93％以上

３：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が60％以上

２：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が60％未満

１：保護者へのアンケートの設問
「保護者会、学年通信等で学校の
様子がよくわかる。」での肯定的
な回答が40％未満
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１：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ40％未満

・学校が再開された後、例年以上のスピー
ドで授業を進められたかと思います。そうし
た中で生徒たちへのフォローや家庭学習
習慣の定着の促進などは重要ですので、
引き続き取り組みを進めていただければと
存じます。
・学校や家庭において基礎基本的な学習
面の学力が定着するようになっていくこと
を期待しています。
・全国平均正答率の上昇が評価できる。
・自律、自己管理を身につける機会を作っ
ていただきたい。
・コロナによる手洗いや密を避けること。体
温の計測報告など身に付くと同時に提出
物への意識が向上したように思います。
・3月から5月の臨時休業による学習の遅
れをどの程度取り戻せたか、取り戻すため
にどのような工夫をしたのかお伺いしま
す。
・生徒によるリモート職業講話の授業は素
晴らしかったです。

・不登校生徒の出現率は昨年度よりも増加し
たとのことで、不登校の未然防止にさらに務
めていただければと思います。
・コロナ禍、学校行事に参加の機会が減少。
しかし挨拶に関しては大人がすると100％に
近い子供が返してくれます。小中一貫教育と
先生方の指導の賜物と思っています。学校
は楽しいところだ！ワイワイ、ガヤガヤ、お
しゃべり一日も早く元に戻ってほしい。
・不登校問題について毎月の支援会議や
ケース会議を行ない、学校復帰に向けて各
関係機関とも連携してしっかりと取組ができ
ていると思います。
・不登校生徒が減少した点が評価できる。
大人も予想できない世の中の変化の中で、
生徒たちは振り回されることもなく、自己形成
していっていただきたい。
・目標をベースとした生徒への指導の様子な
ど学校へ出向くことにより触れることもあり子
供を安心して任せることができました。
・週に1～2回通学路でのあいさつに立ってい
ますが、多くの生徒があいさつをしてくれま
す。規範意識が読み取れる1コマです。
・不登校支援会議は毎月実施され一人一人
に向き合い地域と学校が一体となって取り組
んでいる。確実に成果につながっていると思
います。

・11月に開催された運動会を見学させていただきました。今
年度初めての全校生徒そろっての行事であったとのことで、
楽しそうに競技を行う生徒たちの姿が印象に残っています。
・放課後、運動部の学校周辺での走り込み。女の子の掛け
声を聞いて元気でいいねという声を何人からも聞いていま
す。元気と明るさを与えていただき感謝です。
・コロナ過で体力向上を目指すことは難しく思いますが、全
校一斉に実施できたことはとても良かったと思います。
・運動会を実施したことが評価できる。
・多くの機会を失っていると思いますが、先生、生徒とも工
夫して少しでも改善できるようにしていただきたい。
・運動会を拝見し、スポーツの大切さ、仲間と競うことの楽し
さなどさわやかな感情をもちました。
・運動会で転倒する生徒が目立つなど、コロナ禍による自
粛生活で、生徒の体力が落ちていないか心配です。学校で
の運動の機会の確保の重要度が増していると思います。

・「わかりやすい授業が多く満足している」という
回答が昨年度より8.5ポイントアップしているのは
大きな成果であると思います。
・授業公開の時みんなにこにこしているので印象
的でした。勉強が楽しそうでした。
・生徒全員が前向きに授業に取り組み、土曜補
習教室も積極的に参加が見られます。さらに改
善されることを望みます。
・学習環境の満足度が高く評価できる。
・さらなる向上を期待します。
・わかりやすい授業は楽しく実に学びたいと思え
るようになり、家でも家族へ教えたり、質問をして
くるようになりました。
・社会のデジタル化が進み、ネットを通じて様々な
情報に触れる環境となる中、自分の生きる社会
にリアリティを感じられるよう、実体験やキャリア
教育の充実に努めてほしいです。

Ｄ 0

３：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
60％以上

２：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
60％未満

４：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ80％以上。

３：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ60％以上。

２：生徒への学校教育活動
点検アンケートの設問の回
答がそれぞれ60％未満

・地域力を生かした教育環境整備などにつきましては引き続
き特別出張所も協力させていただければと考えております。
・この一年、三中の先生方の子供に向き合う姿勢に感動して
おります。少しでもお役に立ちたいと思います。
・学校支援地域本部の支援体制は学校の要望に応じて活動
しています。様々な人たちとの関わりの中で生徒は成長する
と思われます。その授業にふさわしい地域の人材を探し、学
校の希望に沿った授業になるように調整して今後も連携を深
めていけばよいと思います。
・補習教室の実施が評価できる。連携の難しく、機械も減少し
ていると思いますが、できることを工夫して、コロナ過だからこ
そできることを探していただきたい。
・今年度はコロナ禍のために制限または中止とされた活動も
ありましたが、来年度もできる限りのサポートをさせていただ
きたくよろしくお願いします。
・コロナにより保護者会などがないため、様子が見えないこと
があったと思いますが、PTAによる学校への来校では先生方
が丁寧に様子を教えてくれて大変ありがたく感じました。
・コロナ禍のため、地域でのボランティア活動の機会がなく
なってしまったのが残念でした。コミュニティスクールのモデ
ル校となる次年度、地域とのより一生の協力関係が期待され
ます。
・コロナによりすべての地域行事が中止になったため生徒が
ボランティア参加できないのは仕方ないと思います。スクール
サポートは学校の要望に全面的に応え協力できていると思
います。

Ａ

Ｂ

Ｃ

9

1

0

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組及び
今後の改善策

学校関係者

3
4

3
4

4
4

3
3

4
4

4
4

3
4

1
4

４：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
80％以上

１：Hyper・Q-Uで「勉強や運動
等で友人から認められている
と思う。」での肯定的な回答が
40％未満

3
3

4
4

4
3

4
実施
できず

3
3

3
3

4
4

3
2

3
4

4
4

3
3

4
3

4
3

3
2

4
3

取組
評価

4
3

3
3

4
4

4
4

3
4

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上

と
健
康
の
増
進

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームページ
等で公開及び更新することにより、積極的に情
報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割な
どを明確にし、
地域に開かれ
た教育の実現
を目指します。
また、相互の連
携を深め、子ど
もを育てる仕組
みを作ります。

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ

く
り

生徒がJRCだけでなく様々なボ
ランティア活動に参加するよう促
す。

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

校内委員会等を確実に実施し、学
校における特別支援教育を推進す
る。

給食指導及び教科等における指導
を通して、食生活の充実・改善をね
らいとした「食育」を推進する。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

基礎基本的な学習内容を確実に定着
させるため、精選した課題を与えて家
庭学習時間の増加を促す。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる
児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の

育
成

大項目

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐくみ
ます。

体育的行事、部活動、休み時間な
ど様々な機会を通して運動習慣の
確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや
学習方法について、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

学習指導講師等による算数・
数学・英語の補習を実施す
る。

授業改善推進プランを、授業
に生かす。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

スポーツに親しむ
心の育成や、運
動習慣の定着に
よる体力の向上
など、生涯にわ
たって健康増進
を図る意識の向
上をめざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

不登校出現の未然防止を図るとともに、不
登校問題に係る取組を実施し不登校傾向
を示す生徒の学校復帰率を伸ばす。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつくり
ます。

各種研究発表会等の研究・研修
の成果を、自身の授業改善に生
かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

授業公開日の授業評価を、そ
の後の授業改善に生かす。

目標に対する成果指標

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力
の育成等を図っている。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施す
る。

他者の人権を尊重する人権教育の推
進を目指し、人権教育資料等を活用し
た授業を実施する。

論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校一
取組」運動や「一学級一実践」運動を実践す
る。

取組内容


